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　水田や沼地 に生息 して い る湿性植物 は通気組織 が非常 に発達 して い る の が特徴 の 一っ で あ る．レ ン コ

ン の収穫を目的 に栽培 される食用 ハ ス に おい て も通気系の 発達が 顕著で ある．食用 ハ ス の 通気組織の 構

造 ，葉
一

茎 一根の連絡 ， 空洞（Lacunae ）の 中の ガ ス の 移動の メ カ ニ ズ ム 等 は十 分明 らか に され て い な

い ，本研究で は食用 ハ ス （Nelurnbo　nucifera ）の 通気系 の 役割 を調 べ る こ とを 目的 と し，空洞 の 形態

観察お よ び体内の ガ ス 圧調査を予備的に行 っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料お よび方法 ．

　名大附属農場の 実験田 （1a ）に愛知県立田村よ り購入 した種 レ ン コ ン （品種 ；ロ ータ ス ホ ワ イ ト）

33株を 4 月26日に定植 した． 7月 6 日，定植後72日目に生育良好の株を選 び，丁寧に
一

株サ ン プ リ ン グ

し，生育を調べ た ．葉脈，葉柄，地下茎に存在す る空洞の連絡の 形態観察を肉眼及び顕微鏡で 行 っ た．

8 月 2 日 と 8 月 19日 に 植物体内の ガ ス 圧の 変化を マ ノ メ ータ ーを用 い て 測定 した ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

　種 レ ン コ ン か ら伸長 した主 茎の各節か らは葉 ， 不定根 ， 分枝が発生 して い た．各地下茎 は先端に ゆ く

程葉の 直径 ， 節間長 ， 直径及 び葉柄長が 大 き くなり ，
こ の 1株で 面積約 8   を占め る と推定され た

（Fig．D． 1株当 り合計で 29枚，5．62  の 葉面積，16．97m の地下茎長で あ っ た （Table　l），葉脈と平行に

走行する 2個の 空洞 は葉身 の 中央部に位置する いわゆる 「ヘ ソ」下部で集合 し維菅束と平走 して 葉柄 の

空洞 へ 連絡 して い た．葉柄 に は 4個 の大 きな空洞が認め られ ， そ の うち 2個は葉脈と平行 して下る空洞

とは交わ らずに 「ヘ ソ」部直下で終わ っ て い るよ うに 観察 され た （Fig．2）．節に おい て ， 基部近 くで は

8個の 明確な空洞が観察 され 先端に 行 くと次第 に離散 ， 集合 した．不定根 は空洞の 隙間をとお り節部か

ら外部へ 出現 して い た．さ らに先端部で は は っ き りした空洞が現れ ， 葉柄 ， 分枝，地下茎 に分かれた．

節部に お い て 地下茎， 葉柄 ， 分枝 ， の空洞 は相互 に連絡 して い ると考え られ た （Fig．3，4）．植物体内の

空洞に ガ ス 圧が 存在 し日中は大気圧 よ り高 く，夜間は大気圧 とほ ぼ同 じにな り，外的環境要因 （日射量 ，

風 の強 さ等） の 変化に非常に 敏感に反応す る こ とが観察された （Fig．5，6）．こ の 事か ら植物体内の ガ ス

の移動 シ ス テ ム は単なる ガ ス の 拡散だけで な く圧力差 に よ るマ ス フ ロ ーによ っ て 行われ て い る と推察 さ

れた．なお ，空洞に 圧力が 生 じる原因，通気組織内の ガ ス の流れ方お よびガ ス の 吸入 ，排 出の メ カ ニ ズ

ム 等を今後あ き らか に した い と考え て い る．
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